
本事業で実施する取組

本事業により得られる効果

海外における日本の防災技術やノウハウの導入促進を図るため、相手国におけるニーズを把握するとともに、そのニーズ
にマッチした日本の防災技術の「お試し」導入や活用について、実証事業として支援し、民間を含めた国全体の防災対
応能力の底上げを図ります。

＜事業スキーム＞

連携先：外務省、国土交通省等の関係省庁

事業目的

事業概要 実施イメージ

実施主体：内閣府防災
事業費  ：1.6億円
対象事業：調査研究事業

防災産業の海外展開に関する調査実証事業
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①実証試験
実際に機器を設置し、又はシステムを提供したうえで、実証試験を
実施する。モニタリングを行って、終了後、評価する。
②現地説明会の開催、マニュアルの整備
海外で普及、展開を図るため、現地で説明会などを開催し、併せて
現地の言語でマニュアルを整備する。
③報告書の作成

①有効性の実証
製品・サービスの有効性をユーザーに示すことができる。
②導入実績の創出
導入実績ができることで製品・サービスへの信頼性が高まる。
③販路の開拓
試験導入先との正式契約につながる可能性があるとともに、これを契
機に従来切り込めなかった地域・分野への展開拡大が期待できる。

民間事業者による
実証事業の実施
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